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～講評～ 

Ⅰ 酸化還元に関する問題。いずれも典型問題なので、完答したい。 

Ⅱ リン酸の電離平衡の問題。典型的ではあるが、問 3・4 は 1-αが１と近似できないことに注意したい。 

Ⅲ 芳香族化合物に関する問題。問 4 の異性体の数はやや考えにくいが、それ以外は完答したい。 

Ⅳ 核酸・タンパク質に関する問題。問 3 の水素結合の本数はあまり見かけないが、それ以外は標準的であった。 

 

煩雑な計算もなく、典型的な問題が多いので、ボーダーは 8 割程度になると思われる。 


